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幕末から戦後まで
図書館に貢献した先覚者たちを紹介

●日本の近代図書館の源流として4つの流れ――「博物館か
らの流れ」「米国公共図書館の無料制からの流れ」「都市型
公共施設からの流れ」「新聞縦覧所や地方の読書施設の発
展からの流れ」――を提示し、時代に沿って並列的に記述
することにより、公共・大学図書館の歴史を辿ります。

●図書館近代化の中でエポックとなった図書館・図書館
員の苦闘の歴史も紹介しています。

●公共図書館だけでなく大学図書館の発展史も含め、図
書館史全体を深くとらえることができます。

源流から辿る近代図書館
―日本図書館史話

●近代日本の公共図書館・大学図書館発展史●

【著者プロフィール】　石山 洋　いしやま・ひろし　

1927年生まれ。東京大学理学部卒。国立国会図書館奉職。図書館・
情報学に留まらず、科学史、地理学、博物学までも専門とする。同
図書館研究所長を経て、東海大学教授、公益社団法人東京地学協会
日本地学史委員長等を歴任。
著書に『科学史研究入門』『日本の近代化をになった外国人』『目
録作成の技法』（共著）など。ほか論文多数。
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